
          名張市立百合が丘小学校                

             

 

本年４月１８日に、小学校６年生を対象に実施された「全国学力・学習状況調査」の結

果概要について、本校児童の学力の定着状況、学習状況、生活習慣等の分析結果や今後の

取組を以下の通りまとめましたのでご報告いたします。 

調査により測定できるのは学力の特定の一部であり、学校における教育活動の一側面で

す。このことを十分考慮し、今後の本校の子どもたちの学力向上や学習指導に活かしてい

きたいと思います。 

 

１、教科についての調査結果 

本校６年生の平均正答率は、国語で全国及び三重県の平均正答率を 

上回り、算数は全国及び三重県の平均正答率とほぼ同じ結果となりました。 

結果を分析し、みえてきたことを今後の子どもたちへの指導や取組に活かしていきます。 

教科 結果からみられる、本校の成果として考えられる点（強み）と課題として考えられる点（弱み） 

 

 

国語 

強

み 

・文の中における主語と述語との関係を捉えることができる。 

・人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること

ができる。 

弱

み 

・目的や意図に応じて、話題を決め、伝え合う内容を検討することができる。 

・資料を活用して、自分の考えが伝わるように表現を工夫することができる。 

 

 

算数 

強

み 

・数量の関係を□を用いた式に表すことができる。 

・速さが一定であることを基に、道のりと時間の関係について考察できる。 

 

弱

み 

・球の直径と立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め方を式に表

すことができる。 

・折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条件に当てはまることを言葉と数を

用いて記述できる。 

 

 ２、児童質問紙の結果から 

≪よい傾向の割合が高かった項目≫ 

〇先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う。 

〇いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。 

〇国語・算数の授業内容はよくわかる。 

≪課題であると思われる項目≫ 

▲毎朝、朝食を食べているか。 

▲学校の授業時間以外に、一日あたり、どれくらいの勉強をしているか。 

▲スマホやコンピュータの使い方について、家の人と約束したことを守っているか。 

全国学調結果号 

令和６年９月１３日 



３、学校での今後の主な取組 

（１）授業改善に取り組みます。 

 〇自分の考えと友だちの考えを比べてよりよい考えにたどり着くような課題の設定を

行います。 

〇読書の時間を設けるなどして、文章を読み取る力をつけ、伝える活動や書く活動を 

すすめます。 

〇今後も「めあて」「振り返り」の徹底を進めます。 

  

（２）学習規律の確立を図ります。 

〇チャイム着席や授業規律は、全体でも取り組んでいますが、スムーズな授業開始が 

できるよう、今後も引き続き取り組んでいきます。 

 

４，ご家庭での協力をお願いします。 

 

〇家庭学習の習慣を身に付けられるようにお願いします。 

年度初めには、家庭学習の手引きを配付して、学年に 

応じてどのくらいの勉強量が必要であるかを示してい 

ますが、なかなか家庭学習の時間を確保できていない 

現状があります。 

 

 

 

 

〇国語・算数の回答結果を分析する中で、いずれも読み取り活用していく力に弱み 

がみられます。ご家族での読書（うちどく）の時間をぜひおすすめします。 

〇夜の睡眠時間をしっかりとるようにお願いします。 

 朝から眠そうな児童や、夜遅く寝て、朝遅く起き、朝の時間に余裕がない児童がい 

ます。 

   〇毎日の朝ご飯の習慣をお願いします。 

   お米でもパンでも各ご家庭それぞれで結構です。最近朝ご飯を食べないままお腹を

すかして登校する児童が増えてきています。朝食をとることは、物事をしっかり考

えることや、イライラが減り、集中できることにつながると言われています。朝ご

飯を毎日食べてくることで子ども達のエネルギーになります。 

  

 

 

※食べていると回答した割合 

          １・２年生…２０～３０分以上 

        ３・４年生…３０～４０分以上 

        ５・６年生…５０～６０分以上 

家庭学習の 

めやす 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

98.8% 95.0% 92.7% 89.9%
朝食を毎日

食べていますか


